
  

3学期始業式 今年もよろしくお願いします。 

 今日は始業式。学校に子どもたちの笑顔と明る

い声がかえってきました。教室では、冬休み中の

楽しかった思い出や、久しぶりに会った友達との

会話に花が咲いたのではないでしょうか。 

 一方で、新年を迎えたというのに震災で大変な

思いをされている地方の方々、そして 3学期を迎

えることがかなわずにいる児童生徒とその学校

関係者を思うとともに、東日本大震災のときに卒

業式や入学式を通常通りには行えなかったこと

を思い出しました。 

 当たり前に今日の日を迎え、全校の子ども達と

あいさつを交わして新学期をはじめられること

を感謝しながら、こんな話をしました。 

今日から、３学期が始まりました。冬休みは、

元気に、楽しく過ごすことができましたか？ 

ところで、今年の十二支は、何の年ですか？  

そうですね。辰年、竜です。竜は、昔の人達

が想像した、本当にはいない生き物です。空を

飛んだり、雷や雨を降らしたりする、とても大

きな力をもつ神様の生き物です。 

辰年は、土の中の種が春になって芽を出す前

のように、これまでためてきた力が体中にいっ

ぱいになって、芽を出したとたんにぐんぐん伸

びていくように夢が実現する年といわれてい

ます。 

花泉小学校は、去年の４月にみんなが集まっ

て生まれた学校です。１年間、みんなで協力し

ながらみんなの学校を作ってきました。２学期

には、みんなで運動会や学習発表会を成功させ

ることもできました。 

２年目を迎える今年は、去年植えた花泉小学

校の種を、みんなの力でぐんぐん成長させて、

もっと素晴らしいみんなの学校にしていきま

しょう。 

さて、２学期の終業式のお話をおぼえていま

すか？「３学期は、次の学年に向けての準備を

するのだから『今の学年のうちに力をつけてお

きたいことはなんだろうか？ちゃんとやって

おきたいことは、なんだろうか？』冬休みのう

ちに考えてみて下さい。」と話したのでした。 

３学期に登校する日を数えてみたら４５日

間でした。ボーっとしていると、あっという間

に過ぎて行ってしまいます。 

今日は３学期最初の日なので、これから教室

で勉強やくらしの目標を立てるかもしれませ

んね。いろんなことにチャレンジして、楽しい

３学期を送りましょう。 

そして、今年を良い年にしましょう。 

 式の中で、児童を代表して６年生の〇〇〇さん

が作文発表をしました。 

 ぼくの冬休みの楽しか

った思い出は 2 つありま

す。 

 1 つ目は、毛越寺で年

を越したことです。人生

で初めて除夜の鐘をきき
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ました。少しドキドキしたけれど、とても気持

ちの良い年越しをすることができて、とてもう

れしかったです。 

 2つ目は、ぼくのお兄ちゃんやいとこと、人

生ゲームをして遊んだことです。理由は、久し

ぶりにやる人生ゲームはとても面白く、みんな

でたくさん笑ったからです。 

 3学期は小学校最後の学期です。ぼくは、今

までの学習をふり返って、特に算数が苦手なの

で、算数に力を入れたいです。 

そして、全校でがんばりたいことは、言葉づ

かいに気を付け、笑顔あふれる学校にしたいで

す。なにげない言葉で傷つく人がいないよう

に、みんなで気を付けていきませんか。 

3学期は、この 2つのめあてを達成し、新し

く始まる中学校生活に向かって、ぼくはがんば

りたいです。 

 

大谷選手からの 
グローブが届きました 

 １月９日（水）に、大谷翔平選手から全国の

小学校に送られたグローブが、花泉小学校にも

届けられました。 

 

 右利き用２個と左利き用１個の、３個のグロ

ーブには次のメッセージが添えられていまし

た。 

 貴校ますますご清栄のこととお慶び申し上

げます。 

 ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナ

ハイムのメジャーリーガー、大谷翔平です。 

 この手紙は、このたび私が学校に通う子供

たちが野球に興味を持ってもらうために立ち

上げたプログラムをご紹介するためのもので

す。 

 この３つの野球グローブは学校への寄付と

なります。 

 それ以上に私はこのグローブが、私たちの

次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシン

ボルとなることを望んでいます。それは、野

球こそが、私が充実した人生を送る機会を与

えてくれたスポーツだからです。 

 このグローブを学校でお互いに共有し、野

球を楽しんでもらうために、私からのこの個

人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えて

いただければ幸いです。 

 この機会に、グローブの寄贈をさせていた

だけることに感謝いたします。 

 貴校の益々のご発展をお祈り申し上げま

す。 

 野球しようぜ。 

大谷 翔平   

 大谷選手にとっての野球がそうだったよう

に、子ども達一人一人が、自分が自信をもって

「これが自分にとって大切だ。好きだ。」と言え

るもの、「自分を高めるために一生懸命になれる

もの」を見つけてくれたらいいと思います。 

 始業式終了後に子ども達に紹介し、野球スポ

ーツ少年団の６年の２人に使い初めのキャッチ

ボールをしても

らいました。 

 このグローブ

は、校舎のメモ

リアルコーナー

に置くことにし

ました。誰でも

手に取れるようにしておきます。学校に来たと

きには、はめてみてもいいですよ。（子ども用な

ので、ちょっと小さめですが・・・。） 


